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四
月
の
統
一
地
方
選
か
ら
約
三
カ
月
。
各
自
治

体
の
議
会
で
は
、
議
長
、
副
議
長
が
決
ま
り
、
定

例
会
が
開
か
れ
る
な
ど
、
新
た
な
顔
ぶ
れ
に
よ
る

運
営
が
始
ま
っ
た
。
こ
こ
数
年
、
議
員
の
な
り
手

不
足
、
質
の
低
下
な
ど
、
議
員
を
め
ぐ
っ
て
各
地

の
議
会
で
問
題
と
な
っ
て
い
る
が
、選
挙
を
経
て
、

そ
の
傾
向
は
変
わ
る
の
だ
ろ
う
か
。
だ
が
、
北
海

道
を
代
表
す
る
道
議
会
と
札
幌
市
議
会
で
の
議
論

を
み
て
い
る
と
、
少
々
絶
望
的
な
気
分
に
陥
っ
て

し
ま
う
。

◇
　
　
　
　
　
◇

　
札
幌
市
議
会
で
五
月
以
降
、
最
も
注
目
さ
れ
た

の
は
松
浦
忠
氏
を
め
ぐ
る
騒
動
だ
。
松
浦
氏
は
当

選
九
回
目
の
最
長
老
。
議
長
を
決
め
る
本
議
会
で

慣
例
に
従
い
臨
時
議
長
に
就
任
し
た
が
、
突
如
、

立
候
補
制
に
よ
る
議
長
選
任
を
提
案
。
開
会
前
に

立
候
補
し
た
の
は
「
自
分
だ
け
」
と
し
て
議
長
に

就
任
す
る
こ
と
を
宣
言
し
た
。
他
議
員
の
強
い
反

発
を
受
け
な
が
ら
、
九
時
間
以
上
も
議
長
席
に
居

座
り
、
議
会
を
空
転
さ
せ
た
。
松
浦
氏
は
同
日
解

任
さ
れ
た
が
、
そ
れ
ま
で
の
職
員
の
時
間
外
手
当
約

一
七
〇
万
円
の
新
た
な
支
出
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

　
こ
と
は
こ
こ
で
収
ま
ら
な
い
。松
浦
氏
は
以
前
、

暴
力
行
為
や
セ
ク
ハ
ラ
の
問
題
な
ど
を
起
こ
し
て

お
り
、
今
回
の
議
長
席
占
拠
で
、
地
方
自
治
法
に

基
づ
き
、
議
員
資
格
を
は
く
奪
す
る
「
除
名
」
の

動
き
が
加
速
し
た
。
松
浦
氏
は
非
を
認
め
、
議
場

で
土
下
座
。
一
部
会
派
か
ら
は
除
名
に
異
論
が

あ
っ
た
が
、
自
民
党
、
民
主
市
民
連
合
の
二
大
会

派
な
ど
の
賛
成
多
数
で
除
名
が
決
ま
っ
た
。

散 射 韻

議
会
は
そ
の
対
象
外
で
、
全
面
禁
煙
と
す
る
か
は

議
会
の
判
断
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
。

　
現
在
の
道
議
会
庁
舎
に
は
、
自
民
と
民
主
の
会

派
控
え
室
内
と
傍
聴
者
用
の
喫
煙
所
が
計
三
カ
所

あ
る
。
自
民
党
は
喫
煙
所
の
設
置
を
求
め
る
こ
と

を
会
派
と
し
て
決
定
。
民
主
も
同
様
の
方
向
だ
っ

た
が
、
全
面
禁
煙
を
求
め
る
声
も
あ
り
、
禁
煙
に

方
針
転
換
し
た
。

　
受
動
喫
煙
対
策
は
時
代
の
流
れ
で
あ
り
、
要
請

で
も
あ
る
。
行
政
機
関
を
規
制
し
な
が
ら
、
行
政

機
関
を
チ
ェ
ッ
ク
す
べ
き
議
会
が
そ
の
規
制
外
で
、

喫
煙
所
を
設
置
し
て
は
、
受
動
喫
煙
の
被
害
を
受

け
る
子
供
た
ち
に
ど
う
説
明
す
る
の
だ
ろ
う
か
。

「
皆
さ
ん
へ
の
受
動
喫
煙
対
策
よ
り
、
喫
煙
す
る

議
員
の
意
見
を
優
先
さ
せ
ま
し
た
」
と
答
え
る
の

だ
ろ
う
か
。

　
禁
煙
に
消
極
的
な
の
は
道
議
会
だ
け
で
は
な
い
。

他
の
県
議
会
で
も
少
な
く
な
い
。
議
会
が
改
正
健
康

増
進
法
の
規
制
外
に
な
っ
た
の
も
、
喫
煙
派
議
員

へ
の
忖
度
と
も
受
け
取
れ
る
。
だ
が
、
来
年
に
五

輪
を
控
え
る
東
京
都
議
会
は
二
〇
一
八
年
か
ら
全

面
禁
煙
し
た
よ
う
に
、自
ら
を
律
す
る
議
会
も
あ
る
。

◇
　
　
　
　
　
◇

　
市
議
除
名
と
禁
煙
問
題
で
見
え
て
く
る
の
は
、

議
会
の
劣
化
だ
。
道
議
、
札
幌
市
議
と
も
任
期
は

あ
と
三
年
半
以
上
あ
る
。
誰
の
た
め
の
議
論
な
の

か
、
首
を
か
し
げ
た
く
な
る
よ
う
な
議
論
で
は
な

く
、
北
海
道
と
札
幌
市
の
将
来
、
道
民
と
市
民
の

生
活
の
た
め
に
、真
っ
当
な
議
論
を
し
て
ほ
し
い
。

＜

洋＞

　
松
浦
氏
は
確
か
に
独
自
の
行
動
が
多
い
議
員
で

は
あ
っ
た
。
だ
が
、そ
の
地
域
活
動
に
は
熱
心
で
、

四
月
の
市
議
選
で
も
白
石
区
で
一
万
票
以
上
を
獲

得
し
、
定
数
七
人
中
、
四
位
で
当
選
。
本
人
の
反

省
の
度
合
い
は
別
に
し
て
、
表
面
上
は
一
連
の
行

動
を
謝
罪
し
て
お
り
、
除
名
ま
で
必
要
だ
っ
た
の

だ
ろ
う
か
。「
不
寛
容
な
時
代
」
と
言
わ
れ
て
い
る

が
、道
都
の
市
議
会
ま
で
が
、そ
の
象
徴
の
よ
う
だ
。

　
松
浦
騒
動
で
揺
れ
て
い
た
時
期
は
、
中
央
区
の

女
児
衰
弱
死
と
重
な
る
。
児
童
相
談
所
の
対
応
を

め
ぐ
っ
て
は
い
く
つ
も
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
て
い

た
。
な
ぜ
女
児
の
命
を
救
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
の
か
。
市
議
会
と
し
て
最
も
力
を
入
れ
る
べ
き

は
、
こ
の
問
題
で
は
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
松
浦
氏
側
は
除
名
の
撤
回
を
求
め
、提
訴
し
た
。

松
浦
氏
自
身
の
議
員
と
し
て
の
質
が
問
わ
れ
る
だ

ろ
う
が
、
そ
れ
以
上
に
、
除
名
に
突
き
進
ん
だ
自

民
、
民
主
の
二
大
会
派
の
質
も
問
わ
れ
よ
う
。

◇
　
　
　
　
　
◇

　
一
方
、
道
議
会
で
今
、
焦
点
と
な
っ
て
い
る
の

が
、
新
議
会
庁
舎
で
喫
煙
を
認
め
る
か
、
否
か
だ
。

喫
煙
室
を
求
め
る
最
大
会
派
の
自
民
党
・
道
民
会

議
と
、
対
応
が
揺
れ
た
第
二
会
派
の
民
主
・
道
民

連
合
、
全
面
禁
煙
を
求
め
る
他
会
派
で
意
見
が
分

か
れ
て
ま
と
ま
ら
ず
、
時
間
を
費
や
し
て
い
る
。

札
幌
市
議
会
と
同
様
に
、
二
大
会
派
が
議
会
運
営

の
足
を
引
っ
張
る
構
図
だ
。

　
改
正
健
康
増
進
法
が
施
行
さ
れ
、
受
動
喫
煙
対

策
が
強
化
さ
れ
た
。
七
月
か
ら
は
道
庁
な
ど
の
行

政
機
関
は
屋
内
が
全
面
禁
煙
と
な
っ
た
。た
だ
し
、

除名と喫煙から見える議会の質


